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高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察

は
じ
め
に

織
田
信
長
は
、
中
世
的
権
威
を
打
倒
し
、
統
制
を
加
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
将
軍
・
足
利
義
昭
に
対
し
て
も
、
そ
の
権
威
に
服
従
す
る
こ
と
な
く
振
舞

っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
天
皇
の
権
威
に
も
服
さ
ず
、
そ
こ
か
ら
も
自
由
に

、

、

・

u

な
ろ
う
と
し
た
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
比
叡
山
延
暦
寺
焼
討
は
、

伝
統
的
権
威
を
誇
る
寺
社
勢
力
と
の
断
絶
を
は
か
っ
た
織
田
政
権
の
近
世
的
姿
勢

（2）

を
示
す
事
件
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
寺
社
弾
圧
政
策
と
一
見
矛
盾

し
た
寺
領
安
堵
・
保
護
政
策
な
ど
織
田
政
権
に
よ
る
寺
社
政
策
に
関
す
る
実
証
的

（3）

研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
織
田
政
権
と
寺
社
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は
、
高
山
右
近
と
寺
社
の
関
係

に
つ
い
て
の
研
究
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
高
山
右
近
は
、
織
田
信
長
の
配

下
と
な
っ
た
荒
木
村
重
の
臣
下
で
あ
り
、
村
重
の
謀
反
後
は
信
長
の
臣
下
と
な
っ

た
。
高
山
右
近
の
政
策
は
、
織
田
政
権
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
高
山
右
近
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
、
寺
社
と
対
立
す
る
存
在
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
実
際
、
高
山
右
近
に
よ
る
寺
社
焼
討
の
伝
説
も
多
く
存
在
す
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右
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山

　

下

　

洋

　

輔

る
。
寺
社
勢
力
を
伝
統
的
権
威
に
立
つ
勢
力
と
み
な
し
、
在
地
領
主
と
寺
社
と
の

結
び
つ
き
を
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
に
よ
っ
て
破
壊
し
、
一
円
領
国
支
配
を
築
こ
う
と

（4）

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
在
地
領
主
や
宗
教
勢
力
（5）

と
い
っ
た
伝
統
的
権
威
に
対
抗
し
う
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
、
在
地
領
主
や
寺
社
勢
力
は
、
高
山
右
近
と
対
立
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
加
え
て
い
き
た

、

ュ

　

0

し
V

一
先
行
研
究
の
整
理

モ
レ
ホ
ン
は
高
山
右
近
の
追
悼
文
中
で
、
寺
社
破
壊
か
ら
そ
の
信
仰
と
熱
意
を

（6）

証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
際
、
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
高
山
右
近
が

領
内
の
神
社
仏
閣
を
破
壊
し
た
と
い
う
伝
説
は
多
い
。
い
わ
ゆ
る
「
天
正
の
禍
」

は
高
山
右
近
に
よ
る
宗
教
弾
圧
を
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
実
態
は
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
て
い
き
た
い
。

チ
ー
ス
リ
ク
氏
は
、
「
寺
社
仏
閣
の
破
壊
」
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
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ン
に
過
ぎ
ず
、
真
面
目
な
歴
史
家
と
し
て
そ
れ
を
と
な
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と

（7）

い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巡
察
師
ヴ
ア
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
が
寺
社
の
破
壊
を

禁
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
い
っ
そ
う
慎
重
に
個
々
の
場
合
を
調
べ
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
忍
頂
寺
に
関
し
て
は
、
信
長
の
死
後
、
キ
リ
シ
タ
ン

（8）

に
と
っ
て
障
害
で
あ
り
、
処
理
す
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

「
寺
社
仏
閣
の
破
壊
」
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
ぎ
な
い
か
ど

ぅ
か
は
、
現
段
階
で
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
高
山
右
近
に
よ
る
寺
社
仏

閣
破
壊
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
以
上
、
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
巡
察
師
ヴ

ァ
リ
こ
ヤ
ー
ノ
が
寺
社
の
破
壊
を
禁
じ
て
い
た
一
方
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
の
要

（9）

請
に
よ
る
寺
社
破
壊
と
考
え
ら
れ
る
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
寺
社
破
壊
が
存
在
し

た
た
め
に
、
巡
察
師
ヴ
ア
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
が
寺
社
の
破
壊
を
禁
じ
た
と
考
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
の
だ
。

高
山
右
近
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
領
民
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
寺
社
を
破

（10）

壊
し
た
と
あ
る
。
一
五
八
三
年
度
日
本
年
報
に
よ
る
と
、
役
立
た
ぬ
寺
社
は
焼
き
、

．

」

、

破
壊
し
、
適
当
な
寺
社
は
教
会
に
転
用
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
チ
ー
ス

リ
ク
氏
は
、
村
落
み
な
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
た
め
、
寺
は
教
会
に
改
造
さ
れ

（12）

る
か
取
り
潰
さ
れ
た
、
と
捉
え
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
氏
も
同
様
に
、
こ
れ
は
仏

（131）

教
迫
害
で
は
な
く
自
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
、
考
え
て
い
る
。

妹
尾
啓
司
氏
は
、
中
世
末
期
の
寺
院
荒
廃
を
指
摘
し
、
寺
院
の
教
会
へ
の
転
用

（14）

の
例
を
あ
げ
ら
れ
た
。
他
に
、
仏
教
寺
院
の
キ
リ
シ
タ
ン
施
設
転
用
に
つ
い
て
は
、

（15）

久
田
松
和
則
氏
が
大
村
領
宝
生
寺
を
事
例
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
。

天
正
年
中
、
高
山
右
近
に
よ
る
焼
討
に
あ
っ
た
と
い
う
寺
伝
を
残
す
寺
社
は
多

二

い
が
、
天
正
期
以
前
の
文
書
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
こ
と
、
仏
像
な
ど
の
状
態
か

ら
焼
討
さ
れ
た
形
跡
の
な
い
寺
院
も
多
い
こ
と
を
、
天
坊
幸
彦
氏
、
臼
井
信
義
氏

（16）

な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
。

天
坊
氏
は
、
「
伊
勢
寺
中
興
開
基
宗
永
一
代
記
」
　
の
記
事
を
ひ
い
て
右
近
の
寺

（17）

社
破
壊
は
交
渉
の
結
果
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
松
田
毅
一
氏
も
同
じ
記
事
を
引

（18）

用
し
、
そ
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
坊
氏
は
、
右
近
に
よ
る
寺
領
安

堵
の
書
状
か
ら
、
「
切
支
丹
信
者
が
寺
院
を
保
護
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
し
、
「
当

時
戦
国
の
世
の
な
ら
い
、
な
に
を
措
い
て
も
実
力
の
増
強
が
第
一
で
あ
る
。
そ
れ

で
当
時
の
武
将
は
、
い
ず
れ
も
有
力
な
る
寺
社
や
富
裕
な
る
町
村
を
敵
と
す
る
こ

と
の
不
利
を
認
め
、
こ
れ
に
保
護
を
加
え
、
こ
れ
を
味
方
と
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
場
合
信
仰
の
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
、
捉

（19）

え
ら
れ
た
。

高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
高
山
右
近
」
に
よ
る
寺
社
破
壊
と
い
う
視
点

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
戦
国
社
会
の
実
態
に
つ
い
て
の
研
究
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
論
じ
て
い
き
た
い
。
L
．

二

　

史

料

に

つ

い

て

こ
の
間
題
の
性
質
上
、
一
次
史
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
高
山
右
近
に

関
連
し
た
史
料
は
、
弾
圧
の
際
に
幕
府
の
嫌
疑
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
残
存
す
る
史
料
は
、
幕
藩
体
制
確
立
過
程

に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
が
弾
圧
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の



史
料
に
お
い
て
高
山
右
近
は
邪
宗
を
信
仰
し
た
暴
君
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
当
時
の
史
料
で
あ
る
宣
教
師
に
よ
る
書
簡
や
フ
ロ
イ
ス

の
　
『
日
本
史
』
を
用
い
る
。
日
本
側
の
史
料
と
し
て
は
、
寺
社
に
よ
る
後
世
の
記

（

2

0

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

1

）

　

　

　

　

（

2

2

）

録
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
、
『
摂
陽
群
談
』
、
『
三

島
郡
寺
院
明
細
帳
』
、
『
三
島
郡
神
社
明
細
帳
』
、
『
豊
能
郡
寺
院
明
細
帳
』
、
『
豊
能

（23）

郡
神
社
明
細
帳
』
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

寺
院
明
細
帳
、
洞
庵
明
細
帳
、
神
社
明
細
帳
と
い
っ
た
も
の
が
、
政
府
の
通
達

に
よ
っ
て
全
国
的
に
作
ら
れ
て
い
る
。
『
三
島
郡
寺
院
明
細
帳
』
、
『
豊
能
郡
寺
院

明
細
帳
』
は
、
明
治
十
二
年
、
大
阪
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
全
て
の
寺
院
に

対
し
て
、
定
め
ら
れ
た
形
式
で
宗
派
・
所
在
地
・
本
尊
・
由
緒
・
堂
舎
・
寺
領
・

信
者
数
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
各
々
の
寺
院
か
ら
提
出
さ
れ
た

用
紙
が
そ
の
ま
ま
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
全
て
の
寺
院
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
寺
院

の
不
動
産
、
信
者
数
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

同
様
に
、
『
三
島
郡
神
社
明
細
帳
』
、
『
豊
能
郡
神
社
明
細
帳
』
は
、
大
正
十
二
年

に
大
阪
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
国
期
の
実
態
を
考
察
す
る
た
め
に
、
明
治
・
大
正
期
の
史
料
を
用
い
る
こ
と

は
妥
当
で
は
な
い
と
の
指
摘
を
う
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
、
そ

の
史
料
を
使
用
す
る
の
は
、
以
下
三
点
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
述
の
通

り
、
当
時
の
現
存
す
る
史
料
が
少
な
い
点
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
全
て
の
寺
社
が

網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る
。
天
坊
氏
や
松
田
氏
に
よ
っ
て
個
々
の

寺
社
縁
起
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
仝
寺
社
を
調
査
し
た
結
果
で
は
な
く
、

あ
ら
か
じ
め
予
測
を
立
て
、
行
わ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
見
落
と
さ
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右
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れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
先
入
観
に
囚
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
解
か
れ
た
明
治
十
二
年
に
作
成
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る
。
「
キ
リ
シ
タ
ン
邪
宗
門
」
と
い
う
見
方
か
ら
完
全
に

解
放
さ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
縁
起
な
ど
の
記
録

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
性
格
を
持
つ
。

三
　
寺
社
破
壊
に
関
す
る
考
察

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
こ
の
地
域
　
（
高
山
氏
領
国
と
そ
の
周
辺
二
二
島
郡
、
豊

能
郡
）
　
で
、
高
山
氏
が
高
槻
城
主
で
あ
っ
た
期
間
に
破
壊
に
遭
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
寺
社
に
は
、
濃
昧
神
社
、
磐
手
杜
神
社
、
金
龍
寺
、
伊
勢
寺
、
安
岡
寺
、
本
山

寺
、
神
峯
山
寺
、
霊
山
寺
、
霊
松
寺
、
普
門
寺
、
広
智
寺
、
勝
尾
寺
、
山
田
寺
、

惣
持
寺
、
八
幡
大
神
宮
、
春
日
神
社
、
野
見
神
社
、
忍
頂
寺
、
光
松
寺
、
高
法
寺
、

瀧
安
寺
、
護
国
寺
、
釈
迦
院
、
常
福
寺
、
善
福
寺
、
長
杉
寺
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
織
田
信
長
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
社
、
た

だ
兵
火
に
焼
か
れ
た
と
記
さ
れ
た
寺
社
も
含
ま
れ
る
。
高
山
右
近
、
も
し
く
は
高

山
氏
に
よ
っ
て
焼
討
・
破
壊
に
遭
っ
た
と
明
記
さ
れ
た
寺
社
は
、
普
門
寺
（
『
図

会
』
）
、
本
山
寺
（
『
図
会
』
）
、
広
智
寺
（
『
図
会
』
）
、
神
峯
山
寺
（
『
群
談
』
）
、
金

龍
寺
（
『
群
談
』
）
、
霊
山
寺
（
『
群
談
』
）
、
春
日
神
社
（
『
大
阪
府
仝
志
』
）
、
八
幡

大
神
宮
（
『
大
阪
府
仝
志
』
）
、
濃
昧
神
社
（
『
大
阪
府
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
』
）
、

忍
頂
寺
（
「
フ
ロ
イ
ス
書
簡
」
）
　
で
あ
る
。

高
山
右
近
、
も
し
く
は
高
山
氏
に
よ
っ
て
焼
討
・
破
壊
に
遭
っ
た
と
さ
れ
る
こ

れ
ら
寺
社
に
つ
い
て
、
別
の
史
料
で
は
表
現
が
違
っ
て
い
た
り
、
焼
討
・
破
壊
に

三
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遭
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
こ
で
、
破
壊
・
焼
討
の
内
容

を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

高
山
右
近
に
よ
る
寺
社
破
壊
・
焼
討
の
記
事
を
み
て
み
る
と
、
三
つ
の
視
点
に

分
類
で
き
る
。
①
信
仰
面
、
②
戦
災
面
、
③
支
配
統
制
面
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
史
に
お
い
て
は
、
①
信
仰
面
か
ら
し
か
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

高
山
右
近
は
、
邪
宗
を
信
仰
し
た
暴
君
、
一
方
寛
容
の
精
神
を
持
ち
合
わ
せ
た
敬

虞
な
キ
リ
シ
タ
ン
と
表
現
さ
れ
る
。
寺
社
破
壊
・
焼
討
も
こ
の
延
長
線
上
で
論
じ

ら
れ
て
き
た
の
だ
。

た
し
か
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
高
山
右
近
に
よ
る
寺
社
破
壊
は
目
立
つ
が
、

織
田
信
長
や
荒
木
村
重
に
よ
る
破
壊
も
多
い
。
上
記
の
寺
社
以
外
に
も
、
摂
津
国
、

河
内
国
、
和
泉
国
に
お
け
る
こ
の
他
の
地
域
、
あ
る
い
は
高
山
氏
が
高
槻
城
主
に

な
る
以
前
に
、
焼
討
や
盗
難
に
遭
っ
た
寺
社
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
寺
社
へ
の
破
壊
行
為
が
、
少
な
く
と
も
中
世
末
期
を
通
じ
て
基
本
的
に
共
通
す

（
2
4
）
　
　
　
　
（
2
5
）

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
往
来
物
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
。
寺
社
の
存
在
・

（26）

機
能
や
戦
争
の
実
態
に
つ
い
て
の
研
究
を
踏
ま
え
、
、
寺
社
の
戦
災
と
い
う
点
か

ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
戦
国
大
名
と
寺
社
に
関
す
る
研
究
で
は
、
大
名
が
領
国
内
の
寺
社
を
ど

の
よ
う
に
し
て
把
握
・
統
制
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
高
山
右
近
の
寺
社
保
護
政
策
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
の
三
つ
の
視
点
か
ら
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
①
信
仰
面
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
天
正
の

禍
」
と
よ
ば
れ
る
高
山
右
近
の
宗
教
弾
圧
と
し
て
の
真
偽
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、

四

当
時
の
社
会
や
寺
社
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
た
だ
、
右
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
う
要
素
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宣
教
師
に
よ
る
記
述
か
ら
右
近
の
寺
社
に
対
す
る
態

度
を
み
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
、
右
近
の
信
じ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
そ
し
て
そ
れ
を
記
述
し
た

宣
教
師
た
ち
が
、
寺
社
破
壊
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
知
る
必

要
が
あ
る
。
宣
教
師
に
よ
る
記
述
か
ら
、
彼
ら
は
、
一
般
的
に
神
仏
を
悪
魔
と
み

な
し
、
仏
像
や
神
体
を
破
壊
す
べ
き
偶
像
と
考
え
て
い
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る

寺
社
の
破
壊
、
神
仏
に
対
す
る
冒
清
の
記
事
は
枚
挙
に
蓮
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
コ
エ
リ
ョ
は
大
村
純
忠
と
会
談
し
、
寺
社
破
壊
を
約
束
し
実
行
さ
せ

（27）た
。
ま
た
、
副
管
区
長
で
あ
っ
た
コ
エ
リ
ョ
は
、
フ
ロ
イ
ス
ら
と
と
も
に
、
有
馬

領
の
岩
山
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
焼
討
か
ら
逃
れ
隠
さ
れ
て
い
た
仏
像
を
破
壊
し

（28）

に
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
寺
社
破
壊
、
神
仏
へ
の
冒
演
の
記
事
が
多
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
イ

エ
ズ
ス
会
が
そ
れ
ら
の
行
為
を
自
分
た
ち
の
布
教
成
果
と
し
て
重
視
し
て
い
る
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
神
田
千
里
氏
は
、
信
仰
表
明
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
お
け
る

不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
寺
社
破
壊
や
神
仏
冒
演
と
い
っ
た
行
為
が
信
仰
と
一
体

（29）

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
が
、
寺
社
破
壊
に
つ
い

て
コ
エ
リ
ョ
に
詰
問
し
た
と
こ
ろ
、
熱
心
な
日
本
人
信
徒
の
自
発
的
行
動
で
あ
り
、

宣
教
師
が
直
接
指
導
に
あ
た
っ
て
は
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
行
為
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
意
図
で
あ
り
、
そ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。



（30）

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
巡
察
師
ヴ
ア
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
に
送
っ
た
書
簡
の
中
で
、

寺
社
破
壊
を
　
「
善
き
事
業
」
と
し
、
「
か
の
寺
院
の
最
後
の
藁
に
至
る
ま
で
焼
却

す
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
る
」
と
記
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
そ
の
寺

院
を
破
壊
す
べ
き
旨
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
大
阪
の

あ
る
寺
院
か
ら
彫
像
を
持
ち
出
し
、
高
槻
城
に
運
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
宣
教
師

に
よ
る
破
壊
の
指
示
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（31）

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
日
本
人
を
高
く
評
価
し
、
日
本
人
か
ら
も
ウ
ル
ガ
ン
・

バ
テ
レ
ン
と
愛
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の
寺

社
の
破
壊
を
望
み
、
神
仏
を
冒
漬
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
高
槻
で
の
例
を
み
て
い
き
た
い
。

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
破
壊
さ
れ
た
。
か
つ
て
崇
拝
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
罰
と
し
て
早
速
、
台
所
の
薪
や
こ
れ
に
類
す
る
他
の
用
に

（33）

供
せ
ら
れ
た
。

彼
〔
高
山
右
近
・
筆
者
註
〕
　
の
所
領
に
は
一
万
四
千
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
が

お
り
、
そ
の
う
ち
三
千
名
内
外
は
本
年
、
（
キ
リ
シ
タ
う
に
）
な
っ
た
人
た

ち
で
あ
り
、
多
数
の
僧
院
を
破
壊
し
て
幾
つ
か
の
教
会
を
建
て
、
ほ
か
に
も

（32）

六
、
七
千
名
が
洗
礼
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
槻
に
お
い
て
も
寺
社
破
壊
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
に
お

い
て
も
、
前
述
の
有
馬
領
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
偶
像
破
壊
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
「
役
に
立
た
ぬ
も
の
は
焼
き
、
ま
た
破
壊
し
、
適
当
な
も
の
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
用
い
て
教
会
を
建
立
し
た
」
と
あ
る
。
寺
社
の
建
築
物
は
、
破
壊
し

た
の
ち
も
建
設
資
材
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
役
立
た
な
い
の
で
焼
く
こ

と
に
つ
い
て
、
二
つ
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
荒
廃
の
末
に
建
設
資
材
と

（34）

し
て
の
価
値
が
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。
も
う
一
つ
に
は
、
信
仰
心
か
ら
で
あ
る
。

後
者
の
理
由
を
示
す
記
事
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
る
。

領
内
に
あ
っ
た
神
と
仏
の
寺
院
は
こ
と
ご
と
く
、
役
に
立
た
ぬ
も
の
は
焼

き
、
ま
た
破
壊
し
、
適
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
用
い
て
教
会
を
建
立

し
た
。
そ
の
中
に
津
の
国
の
忍
頂
寺
（
N
i
－
O
S
i
．
J
s
．
N
苦
j
i
）
　
と
称
す
る
は
な

は
だ
有
名
な
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
同
地
方
で
最
良
の
教
会
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
同
地
方
に
あ
っ
た
偶
像
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
破
壊
は
は
な

は
だ
し
く
、
そ
の
う
ち
の
多
数
は
仏
僧
た
ち
が
か
な
り
以
前
か
ら
隠
し
持
っ

高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
山
下
）

…
一
人
の
修
道
士
が
、
な
ぜ
教
会
を
建
て
る
際
に
利
用
し
う
る
、
す
な
わ

ち
建
設
資
材
と
な
り
う
る
神
仏
の
殿
堂
を
焼
き
払
う
の
か
と
問
う
と
、
彼
は

答
え
て
、
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
火
を
掛
け
た
。
そ
の
第
一
は
、
か
つ
て
悪

魔
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
、
い
と
も
嫌
悪
す
べ
き
場
所
が
今
、
デ
ウ
ス
を
祭
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
は
不
当
な
こ
と
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に

は
、
こ
の
地
に
偶
像
の
記
憶
も
跡
も
残
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
言

（35）
っ
た
。

こ
れ
は
、
日
向
国
野
津
の
　
「
奉
行
の
よ
う
な
身
分
の
高
い
人
」
　
の
話
で
あ
る
。

五
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こ
の
潔
癖
さ
は
、
右
近
の
父
で
あ
る
高
山
ダ
リ
オ
に
も
み
ら
れ
る
。

六

お
け
る
一
五
八
〇
年
、
八
一
年
頃
の
事
件
と
考
え
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。

（
ダ
リ
オ
）
　
の
友
人
は
彼
に
、
す
で
に
他
の
目
的
に
使
っ
て
い
た
非
常
に

良
い
板
と
角
材
を
そ
の
　
（
教
会
の
）
た
め
に
　
（
提
供
し
ょ
う
と
）
申
し
出
た

が
、
彼
は
新
し
く
な
い
材
木
や
板
を
そ
れ
に
転
用
す
る
こ
と
を
絶
対
に
望
ま

（36）

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
寺
社
焼
討
に
は
、
そ
の
寺
院
の
利
用
価
値
が
な
い
と
い
う
点
よ

り
も
、
か
つ
て
の
寺
院
が
デ
ウ
ス
を
祭
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
は
不
当
な
こ
と

と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
っ
た
「
偶
像
」
　
の
記
憶
も
跡
も
残
ら
ぬ
よ

う
に
す
る
た
め
と
い
っ
た
理
由
の
ほ
う
に
重
点
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

教
会
に
転
用
さ
れ
た
寺
院
の
中
で
、
忍
頂
寺
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
今
で
は
同

地
方
で
最
良
の
教
会
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
忍
頂
寺
は
、
室
町

幕
府
、
織
田
信
長
か
ら
の
保
護
を
受
け
る
よ
う
な
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
。
チ
ー
ス

リ
ク
氏
は
、
コ
リ
ン
著
の
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
史
』

（37）

第
二
十
八
章
を
ひ
い
て
、
「
忍
頂
寺
こ
そ
、
キ
リ
シ
タ
ン
伝
道
に
と
っ
て
最
も
大

き
な
邪
魔
物
と
な
っ
た
の
も
、
当
然
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、
忍
頂
寺
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
元
禄
五
年
に
作
成
さ
れ
た

『
賀
峰
山
忍
頂
寺
縁
起
』
で
は
、
高
山
右
近
が
当
時
の
年
貢
を
横
領
し
、
仏
像
を

破
壊
し
、
諸
堂
を
焼
き
、
住
僧
を
追
い
払
っ
た
と
伝
え
る
が
、
『
三
島
郡
寺
院
明

細
帳
』
の
由
緒
に
は
高
山
右
近
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他

に
、
は
っ
き
り
と
し
た
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
内
容
か
ら
み
て
、
こ
の
地
域
に

我
ら
の
聖
な
る
信
仰
の
こ
の
よ
う
な
進
展
に
怒
っ
た
仏
僧
た
ち
は
、
ド

ン
∴
ジ
ユ
ス
ト
ニ
尚
山
右
近
・
筆
者
注
］
の
隣
国
の
大
き
な
領
主
で
あ
り
（
つ

ね
に
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
が
）
競
争
相
手
で
あ
る
中
川
〔
活
秀
〕
殿
を

唆
し
、
数
多
の
証
拠
を
挙
げ
て
彼
に
対
す
る
信
長
の
信
用
を
落
と
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
こ
の
手
段
が
効
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
の
で
、
山
伏
と
称
ば
れ
て
い

（38）

る
一
種
の
魔
術
師
の
行
な
う
別
の
悪
魔
的
手
段
を
取
っ
た
。

こ
の
「
坊
主
た
ち
」
と
は
、
中
川
清
秀
に
と
り
な
し
を
願
っ
た
こ
と
、
山
伏
が

登
場
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
忍
頂
寺
と
そ
の
後
背
の
竜
王
山
の
聖

で
あ
ろ
う
。
高
山
右
近
が
、
忍
頂
寺
領
で
あ
っ
た
五
ケ
庄
を
拝
領
し
た
時
、
忍
頂

（39）

寺
の
権
益
を
承
認
し
た
が
、
高
山
氏
と
忍
頂
寺
の
間
に
は
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
一
五
八
三
年
目
本
年
報
よ
り
、
天
正
十
一

（
一
五
八
三
）
年
に
は
教
会
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寺
社
破
壊
の
信
仰
面
か
ら
の
考
察
に
つ
い
て
、
以
上
の
も
の
と
は
違
っ
た
視
点

か
ら
の
指
摘
が
あ
る
。
飯
島
正
明
氏
は
、
右
近
の
寺
社
破
壊
が
織
田
信
長
の
産
土

神
で
あ
る
牛
頭
天
王
ほ
か
、
天
照
大
神
、
八
幡
宮
、
春
日
、
稲
荷
、
天
満
宮
に
は

（40）

及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
瓦
田
昇
氏
も
信
長
の
牛
頭
天
王
信
仰
に

（41）

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。



為
郡
都
比
古
神
社

天
正
年
中
織
田
信
長
、
高
山
右
近
に
命
じ
て
、
摂
州
の
寺
社
を
剥
落
す
。
そ

の
時
、
牛
頭
天
王
と
神
号
を
改
め
て
愁
訴
す
。
牛
頭
天
王
は
信
長
の
氏
神
な

れ
ば
、
そ
の
難
を
免
れ
、
わ
ず
か
に
存
す
。
（
『
摂
津
名
所
図
会
』
）

茨
木
神
社

殊
に
当
国
は
織
田
方
高
山
右
近
在
城
し
、
此
辺
の
神
社
仏
閣
を
破
却
す

る
事
多
し
。
然
れ
ど
も
、
神
社
の
中
に
お
い
て
、
天
照
大
神
、
祇
園
牛

頭
天
王
、
八
幡
宮
、
春
日
、
稲
荷
、
天
満
宮
は
神
国
の
名
神
な
れ
ば
、

破
却
す
る
事
を
恐
れ
L
よ
り
、
此
禍
を
免
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
延
喜
式

の
遠
き
神
名
を
隠
し
て
愁
訴
し
災
を
免
れ
た
る
な
り
。
古
代
の
神
名
の

か
く
れ
た
る
は
多
く
此
所
謂
に
よ
る
也
。
殊
に
信
長
の
生
土
神
は
尾
州

津
島
牛
頭
天
王
也
。
（
『
摂
津
名
所
図
会
』
）

明
治
に
な
っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
由
緒
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
多
く
み
ら

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
元
年
に
出
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
が
あ
る
。
神
道
や

仏
教
に
関
連
し
た
雑
多
な
信
仰
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、
自
社
に
あ
る
牛
頭
天
王
存

在
の
理
由
と
し
て
、
高
山
右
近
の
焼
討
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
祀
ら
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
に
編
纂
さ

れ
た
史
料
を
あ
げ
た
。

こ
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
中
の
茨
木
神
社
付
天
石
門
別
神
社
の
記
事
に
対
し
て
、

『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
　
で
は
興
味
洗
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ

高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
山
下
）

は
、
「
天
正
年
中
織
田
氏
の
異
教
を
信
じ
て
所
在
の
神
社
仏
閣
を
焼
き
、
唯
天
照

大
神
、
春
日
大
神
、
八
幡
大
神
、
牛
頭
天
王
は
焼
く
べ
か
ら
ず
と
な
し
、
と
き
、

此
社
も
天
石
門
別
神
社
を
以
っ
て
偽
り
て
牛
頭
天
王
と
称
し
、
幸
に
劫
火
を
免

る
、
を
得
、
後
に
更
に
勧
請
し
尋
て
社
を
今
の
地
に
移
し
た
り
」
と
名
所
図
会
に

は
あ
る
が
、
天
正
年
中
に
中
川
清
秀
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
禁
制
に
は
、
天
石
門
別

神
社
の
名
を
表
出
し
て
何
ら
憧
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
さ
ら
に
、
文
禄
二
年
の
棟
札

に
は
、
「
摂
州
太
田
郡
茨
木
氏
神
三
社
相
殿
」
と
し
て
春
日
大
明
神
、
牛
頭
天
王
、

八
幡
大
神
宮
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
天
正
以
前
か
ら
、
天
石
門
別
神
社
に

は
牛
頭
天
王
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
記
の
為
郡
都
比
古
神
社
、
天
石
門
別
神
社
の
記
事
か
ら
、
織
田
政
権
の
武
将

と
し
て
の
高
山
右
近
に
よ
る
焼
討
が
う
か
が
え
る
。
高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
つ

い
て
論
じ
る
に
は
、
織
田
政
権
に
よ
る
寺
社
破
壊
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
①
信

仰
面
か
ら
は
、
織
田
信
長
の
信
仰
も
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
信
長
の
信
仰
に
関

（42）

す
る
近
年
の
研
究
は
少
な
い
。

次
に
、
②
戦
災
面
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
当
時
の
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
社

が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
宮
島
氏
は
、
「
そ
の
前
提
、
す
な

わ
ち
な
ぜ
寺
社
を
支
配
す
る
の
か
、
地
方
寺
社
と
は
何
か
と
い
う
命
題
が
解
か
れ

（43）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（44）

中
世
の
寺
社
は
、
か
つ
て
「
S
O
C
i
a
－
c
e
n
t
e
r
」
と
評
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が
一
つ

（45）

の
経
済
体
で
あ
っ
た
。
周
辺
地
域
に
寺
領
を
持
ち
、
年
貢
や
加
地
子
を
収
取
し
、

高
利
貸
し
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
一
方
、
地
域
社
会
か
ら
収
取
さ
れ
た
も
の
を

弘
・
神
事
を
は
じ
め
と
す
る
雑
多
な
支
出
と
し
て
地
域
に
還
元
し
て
い
る
。
ま
た
、

七



高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
山
下
）

僧
侶
の
ほ
か
に
も
戦
闘
人
員
や
人
夫
な
ど
労
働
力
を
抱
え
、
兵
糧
・
物
資
の
集

積
・
輸
送
や
軍
事
力
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
要
害
と
し
て
軍
事
拠
点（4
6）

と
も
な
り
、
戦
乱
を
避
け
る
避
難
民
や
退
却
す
る
軍
勢
の
逃
込
み
先
で
も
あ
っ
た
。

「
こ
れ
ら
の
こ
と
は
地
方
寺
社
を
地
域
の
『
公
的
な
存
在
』
一
と
し
て
特
徴
付
け
た

（47）

と
い
え
る
。
」

以
上
よ
り
、
領
国
外
の
寺
社
破
壊
は
、
戦
術
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
つ

ま
り
、
寺
社
破
壊
は
、
寺
社
が
維
持
す
る
諸
機
能
の
混
乱
と
停
止
を
も
た
ら
し
、

領
国
の
基
盤
的
経
済
・
軍
事
力
の
減
殺
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
だ
。
よ
っ
て
、
そ

の
性
格
上
、
寺
社
は
戦
災
に
遭
う
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
え
る
。

（48）

高
槻
領
内
に
あ
る
金
龍
寺
は
、
「
天
正
年
中
東
天
川
検
地
帳
」
の
分
析
か
ら
、

（49）

高
山
氏
よ
り
諸
権
益
を
認
め
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
⊥
か
し
、
『
摂
陽
群
談
』

に
よ
る
と
、
「
天
正
午
中
高
槻
城
主
高
山
友
禅
に
焼
か
れ
堂
字
を
こ
と
ご
と
く
失

っ
た
」
と
あ
る
。
一
方
、
『
三
島
郡
寺
院
明
細
帳
』
で
は
、
「
天
正
年
間
高
槻
城
主

高
山
右
近
、
信
長
公
ト
戦
争
ノ
際
、
堂
舎
兵
焚
二
握
り
減
燵
ス
」
と
あ
る
。
後
者

の
記
録
は
、
荒
木
村
重
叛
逆
の
際
、
高
槻
が
織
田
信
長
に
包
囲
さ
れ
た
時
の
戦
を

さ
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
記
録
か
ら
は
、
金
龍
寺
は
戦
災
の
た
め
に
焼
失
し
た
と

考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
敵
地
で
な
く
と
も
軍
勢
の
集
結
、
通
過
す
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
破
壊

（50）

の
可
能
性
は
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
破
壊
の
主
体
は
、
「
軍
勢
甲
乙
人
」
す

な
わ
ち
下
層
給
人
や
被
官
、
足
軽
、
人
夫
な
ど
郷
村
か
ら
僕
給
さ
れ
た
者
た
ち
で

ぁ
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
郷
村
で
は
鎮
守
・
村
堂
へ
の
l
信
仰
に
連
な
る
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
動
員
さ
れ
他
村
他
郷
で
は
寺
社
の
破
壊
者
と
な
っ
た
。
そ

八

の
根
底
に
あ
る
意
識
を
横
田
光
雄
氏
は
二
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
彼
ら

の
郷
村
内
に
お
け
る
厚
い
信
仰
は
特
定
の
一
社
へ
の
崇
敬
で
あ
っ
て
、
寺
社
一
般

へ
の
尊
重
に
必
ず
し
も
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
中
世
後
期
の
社
会
の
底
流
、
す
な
わ
ち
、
略
奪
は
現
世
で
の
仏
神
に
よ
る
救

（51）

貧
の
方
便
と
捉
え
ら
れ
た
と
い
う
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
「
軍
勢
甲
乙
人
」
に
よ
る
濫
妨
狼
籍
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
寺
社
や

郷
村
は
戦
争
遂
行
者
に
礼
銭
な
ど
を
渡
し
、
禁
制
を
申
請
し
た
。
戦
時
、
寺
社
が

戦
乱
を
避
け
る
避
難
民
や
退
却
す
る
軍
勢
の
逃
込
み
先
で
も
あ
り
、
預
物
の
預
け

先
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
寺
社
の
ア
ジ
ー
ル
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

（52）る
。
し
か
し
、
禁
制
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
寺
社
も
戦
災
に
遭
う
可
能
性
が
十
分

（53）

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
時
、
寺
社
に
人
や
物
が
集
ま
る
の
は
、
そ
の
ア
ジ
ー
ル

性
で
は
な
く
、
そ
の
要
害
と
し
て
の
性
格
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
寺
社
は

．．八

半
永
久
的
な
構
造
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
だ
。

領
主
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
政
治
権
力
に
よ
る
ア
ジ
ー
ル
の
否

定
と
い
う
考
え
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
当
時
の
寺
社
に
ア
ジ
ー
ル
が

な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
最
後
に
、
③
支
配
統
制
面
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

（55）

高
山
右
近
は
、
従
来
か
ら
の
寺
社
の
権
益
を
認
め
、
寺
領
を
安
堵
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
に
転
用
す
る
な
ど
し
て
寺
社
を
破
却（56）

し
た
。
寺
社
に
保
護
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
寺
社
破
壊
は
な
か
っ
た
と
の
考
え

に
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
軍
王
に
よ
る
寺
社
の
破
壊
と
修
造
、
略
奪
と

禁
制
発
給
、
寺
領
没
収
と
寺
領
安
堵
・
寄
進
と
い
っ
た
相
反
す
る
よ
う
な
事
象
は
、



そ
の
双
方
が
寺
社
の
支
配
統
制
政
策
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
地
域
社
会
と
の
多

様
な
関
わ
り
を
持
ち
、
多
様
な
役
割
を
果
た
す
存
在
で
あ
っ
た
寺
社
を
支
配
統
制

す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
久
保
俊
昭
氏
は
、
今
川
氏
が
領
国
支
配
貫
徹
の
た
め
〓
呂
・
惣
社
支
配
を
行

（57）

な
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の
根
幹
と
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
平
山

優
氏
は
、
郷
鎮
守
は
そ
の
祭
祀
を
通
じ
て
勧
農
・
農
耕
護
持
の
場
と
し
て
機
能
し
、

こ
れ
ら
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
領
主
た
り
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
郷
鎮
守

の
統
合
し
、
祭
祀
権
の
掌
握
し
、
祭
祀
施
行
の
た
め
の
一
国
平
均
役
賦
課
の
正
当

（58）

性
を
確
立
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
領

主
に
よ
る
寺
社
の
支
配
統
制
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
破
壊
や
保
護
の
意
味
が

み
え
て
く
る
。

寺
社
破
壊
に
は
、
寺
社
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
諸
機
能
の
混
乱
と
停
止
を

も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
打
撃
も
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
山
優
氏
は
、
郷
鎮
守
の
保
護
と
維
持
が
で
き
な
い
地
頭
は
、
そ
の
資
格
を
失

（59）

う
と
指
摘
さ
れ
た
。
藤
木
久
志
氏
に
よ
れ
ば
、
領
主
は
、
領
民
の
意
を
受
け
た
寺

社
へ
の
祈
祷
に
よ
り
、
「
危
機
管
理
」
を
し
、
領
民
の
耕
作
を
保
証
し
た
。
こ
の

（60）

点
に
お
い
て
、
領
主
・
領
民
双
方
に
精
神
的
影
響
を
与
え
た
と
判
断
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
破
壊
さ
れ
た
寺
社
を
復
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
も
、
領
国
の

基
盤
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
敵
国
の
領
主

を
不
適
格
と
責
め
た
て
る
意
図
も
寺
社
破
壊
に
は
あ
っ
た
。

領
内
の
寺
社
に
対
す
る
破
壊
に
関
し
て
は
、
そ
の
大
き
な
実
力
を
有
し
た
存
在

自
体
が
重
要
な
点
で
あ
る
。
有
力
寺
社
は
、
地
域
の
経
済
的
諸
機
能
を
掌
握
し
、

高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
山
下
）

権
門
勢
力
か
ら
の
保
護
を
受
け
、
軍
事
的
実
力
も
備
え
て
い
た
。

（61）

た
と
え
ば
、
高
山
氏
の
発
祥
地
近
く
の
勝
尾
寺
は
、
清
和
天
皇
の
帰
依
を
え
て

以
来
、
皇
室
を
は
じ
め
鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕
府
の
保
護
を
受
け
た
。
平
安
末
期
か

ら
室
町
期
に
か
け
て
の
田
・
畠
・
屋
敷
の
寄
進
状
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
皇
室
・

（62）

権
門
勢
力
の
保
護
を
受
け
、
所
領
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
保
護
を
え
る
一

方
で
、
衆
徒
と
よ
ば
れ
る
僧
兵
を
多
く
擁
し
て
い
た
。
こ
の
軍
事
力
で
勝
尾
寺
は
、

寺
領
内
で
の
濫
妨
狼
籍
を
防
ぎ
、
浄
土
寺
領
美
河
原
・
外
院
∴
高
山
の
三
ケ
庄
に

（63）

対
し
て
は
、
領
有
権
を
主
張
し
て
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
瀧
安
寺
は
、
孝
徳
期
か
ら
の
勅
願
所
で
あ
り
、
健
保
二
年
（
一

（餉）

二
一
四
）
　
仁
和
寺
の
末
寺
と
さ
れ
、
鎌
倉
期
に
は
将
軍
頼
経
か
ら
、
室
町
期
に
は

（65）

六
代
将
軍
義
教
か
ら
の
帰
依
を
受
け
た
。
室
町
・
戦
国
期
を
通
し
て
摂
津
国
人
衆（6
6）

の
池
田
・
荒
木
・
薬
師
寺
民
ら
よ
り
、
禁
制
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
保
護
を
受
け
た
。

し
か
し
、
天
正
年
間
織
田
信
長
に
焼
か
れ
、
堂
宇
・
古
記
録
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失

し
、
僅
か
に
そ
の
一
部
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
有
力
寺
社
は
、
ま
さ
し
く
「
実
力
者
」
　
で
あ
り
、
領
主

は
寺
社
に
対
し
て
妥
協
と
対
立
と
い
う
葛
藤
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る

領
主
に
寺
領
を
没
収
さ
れ
た
例
と
し
て
、
真
龍
寺
が
あ
る
。
真
龍
寺
は
、
行
基

の
開
山
に
し
て
、
聖
武
天
皇
に
よ
り
勅
願
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
『
三
島
郡
寺

院
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
元
亀
年
間
に
織
田
信
長
に
よ
り
寺
禄
を
没
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
例
が
、
宣
教
師
の
記
録
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
寺

社
か
ら
没
収
し
た
も
の
は
兵
士
や
武
将
に
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
寺

領
を
没
収
す
る
こ
と
は
、
当
時
で
も
や
は
l
り
不
敬
で
あ
り
、
神
仏
を
侮
辱
し
、
仏

九
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僧
の
信
用
を
傷
つ
け
行
為
は
、
大
変
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
青
年
武
士
ら
に
、
仏
僧
を
調
べ
て
い
か
な
る
些
細
な
過
失
も
見
出
す
よ
う
注
意

（67）
し
た
」
と
あ
り
、
領
主
は
寺
社
を
一
方
的
に
取
り
潰
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り

の
正
当
性
を
も
っ
て
寺
社
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
領
主
に
よ
る
寺
領
没
収
や
徴
発
と
い
う
行
為
と
②
戦
災
面
で
述
べ
た
軍
勢

甲
乙
人
に
よ
る
略
奪
行
為
と
に
は
、
「
大
盗
」
と
　
「
小
盗
」
　
の
違
い
し
か
な
い
。

横
田
氏
は
、
こ
の
双
方
を
分
け
る
の
は
領
主
側
か
ら
の
　
「
公
」
的
権
力
意
思
の
発

（68）

動
か
否
か
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
軍
勢
甲
乙
人
に
よ
る
濫
妨
狼
籍

を
抑
止
す
る
一
方
で
寺
領
没
収
や
徴
発
を
行
う
領
主
は
、
天
下
を
標
模
す
る
公
儀

の
論
理
に
よ
っ
て
、
明
確
な
差
別
化
と
自
己
正
当
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
た

だ
、
領
内
の
諸
勢
力
と
の
相
対
性
と
矛
盾
を
解
決
で
き
ず
、
必
ず
し
も
実
際
に
そ

れ
ら
諸
勢
力
に
超
越
す
る
公
権
力
化
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

こ
の
時
代
は
、
神
仏
や
僧
を
冒
漬
す
る
こ
と
で
自
ら
を
正
当
化
し
て
い
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
破
壊
や
略
奪
の
正
当
化
に
は
な
っ
て
も
、
軍
勢
甲
乙
人

の
濫
妨
狼
籍
と
の
差
別
化
に
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
高
山
右
近
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
禁
制
に
注
目
し
た
い
。
右
近
が
禁
制

（69）

を
発
給
し
た
本
山
寺
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
よ
る
と
、
天
正
の
頃
、
右
近
に

ょ
っ
て
焼
か
れ
、
諸
堂
は
灰
尽
に
帰
し
た
と
い
う
。
同
様
に
、
安
岡
寺
も
禁
制
が

出
さ
れ
た
が
、
高
山
氏
の
破
壊
に
遭
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
「
天
正
午

中
東
天
川
検
地
帳
」
の
分
析
か
ら
保
護
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
霊
松
寺
に

も
、
高
山
氏
に
よ
る
破
壊
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
真
偽
は
わ
か
ら
な
い
が
、
禁
制
が
出
て
い
る
か
ら
焼
討
は
な
い
と
断

一
〇

言
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
禁
制
は
、
軍
勢
甲
乙
人
お
よ
び
領
内
の
諸
勢
力
に
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
領
主
自
ら
は
そ
の
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
だ
。
本
山
寺
、
安
岡
寺
な
ど
こ
れ
ら
の
例
は
、
領
内
の
諸

勢
力
と
の
　
「
公
」
的
権
力
と
し
て
の
差
別
化
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
つ
い
て
、
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
。

従
来
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
破
壊
さ
れ
た
寺
社
、
右
近
列
福
運
動
の
調
査
を
行

う
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
右
近
の
擁
護
者
と
い
っ
た
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
論
点
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
高
山
右
近
と
い
う
信
仰
面
に
限
定
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
本
来
、
絡
み
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
信
仰
と

政
治
と
い
う
問
題
に
対
し
、
あ
え
て
三
つ
視
点
を
示
し
、
整
理
を
し
た
。
高
山
右

近
の
寺
社
破
壊
に
つ
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
、
戦
国
期
寺
社
の
戦
災
、
領
主
の

公
権
力
確
立
と
の
関
連
を
提
示
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
寺
院
明
細
帳
」
を
用
い
た

こ
と
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
が
、
多
く
の
批
判
を
得
る
こ
と
で
、
新
た
な
論
議
を
期
し
た
い
。
ア
ウ
ブ

ス
ブ
ル
ク
の
宗
教
和
議
に
み
ら
れ
る
世
界
史
の
流
れ
、
戦
国
末
期
に
お
け
る
寺
社

と
領
国
支
配
、
信
長
の
分
国
経
営
な
ど
と
の
関
連
に
つ
い
て
不
十
分
な
点
を
残
し

た
。
ま
た
、
紙
幅
の
関
係
上
、
高
山
氏
と
高
槻
の
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
と
の
関
係
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
寺
社
破
壊
が
右
近
の
意
思
で
行
わ
れ

た
か
ど
う
か
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
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朝
尾
直
弘
「
「
将
軍
権
力
」
　
の
創
出
　
（
一
　
二
）
　
（
一
二
）
　
（
四
）
」
　
（
『
歴
史
評
論
』

二
四
一
二
一
六
六
二
一
九
三
号
、
一
九
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二
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四
年
、
の
ち
同
『
将
軍

権
力
の
創
出
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岩
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書
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、
一
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四
年
に
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収
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辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
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世
編
之
一
の
第
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章
第
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「
織
田
信
長
の
宗

教
政
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」
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岩
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書
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五
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年
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井
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太
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「
信
長
の
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と
中
世
的
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の
否
定
」
　
（
岩
波
講
座
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日
本
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史
』
近
世
一
、
一
九
六
三
年
）
。
朝
尾
直
弘
、

前
掲
書
。

（
3
）
　
田
中
義
成
「
信
長
と
宗
教
」
　
『
織
田
時
代
史
』
　
（
明
治
書
院
、
一
九
二
四
年
、
の

ち
講
談
社
学
術
文
庫
で
復
刊
、
一
九
八
〇
年
）
。
脇
田
修
「
織
田
政
権
下
に
お
け
る

荘
園
領
」
『
織
田
政
権
に
お
け
る
基
礎
構
造
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
。

朴
秀
暫
「
織
田
政
権
に
お
け
る
寺
社
支
配
の
構
造
」
　
（
『
史
林
』
第
八
三
巻
第
二
号
、

二
〇
〇
〇
年
）
。
伊
藤
真
昭
「
織
田
信
長
の
存
在
意
義
」
　
（
『
歴
史
評
論
』
六
四
〇
、

二
〇
〇
三
年
）
。

（
4
）
　
藤
谷
俊
雄
「
キ
リ
ス
ト
教
と
封
建
支
配
」
　
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
世
二

一
九
六
三
年
）
　
な
ど
。

（
5
）
　
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
』
　
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
。

（
6
）
　
モ
レ
ホ
ン
、
一
六
三
〇
年
十
月
五
日
、
マ
ニ
ラ
に
お
け
る
列
福
調
査
で
の
証
言

（
d
e
s
h
a
z
i
e
ロ
d
O
t
O
d
O
S
S
u
S
t
e
m
p
O
S
O
C
O
ロ
島
邑
e
n
d
O
S
e
n
y
g
訂
s
i
a
s
）
。
モ
レ
ホ
ン

神
父
は
、
高
山
右
近
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
に
渡
り
、
右
近
の
臨
終
に
立
会
い
、
マ
ニ

ラ
滞
在
中
に
　
「
高
山
右
近
伝
」
を
書
い
た
と
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
草
稿

は
現
存
し
て
い
な
い
。
（
佐
久
間
正
翻
訳
、
H
u
b
e
ユ
C
i
e
s
罫
S
．
1
．
解
説
・
註
「
コ
リ

ン
著
の
高
山
右
近
伝
」
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
十
七
輯
』
耳
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究

会
、
一
九
七
九
年
）
）
。

（
7
）
　
H
・
チ
ー
ス
リ
ク
　
「
高
山
右
近
領
の
山
間
部
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
ー
布
教
・

司
牧
上
の
一
考
察
」
　
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
十
六
輯
』

一
九
七
六
年
）
。

（
8
）
　
H
・
チ
ー
ス
リ
ク
、
前
掲
論
文
。

（
9
）
　
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
　
6
　
（
中
央
公
論
社
）
　
第
二
六

章
　
（
第
一
部
四
一
章
）
　
注
　
（
3
4
）
、
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
1
0
第
二
七
章
　
（
第
一
部

一
〇
四
章
）
　
注
　
（
4
）
、
な
ど
。
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右
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（10）

正
也

（12）
（13）

（14）
（15）

（16）（17）（18）（19）（20）（21）

（22）

『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
（
高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
一
二
年
）
七
九
頁

三
浦
圭
一
執
筆
。

『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
　
Ⅲ
6
　
（
同
朋
含
、
一
九
九
一
年
、

以
下
『
報
告
』
と
略
記
す
る
）
、
一
八
九
号
書
翰
、
二
〇
五
頁
。

H
・
チ
ー
ス
リ
ク
、
前
掲
論
文
。

海
老
沢
有
道
『
高
山
右
近
』
　
（
人
物
叢
書
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
）
な
ど
。

な
お
、
『
大
阪
府
史
』
な
ど
多
く
の
自
治
体
史
が
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

妹
尾
啓
司
「
戦
国
時
代
の
仏
教
と
切
支
丹
宗
」
　
（
立
正
大
学
史
学
会
『
宗
教
社
会

史
研
究
』
一
九
八
五
年
）
。

久
田
松
和
則
「
仏
教
寺
院
の
キ
リ
シ
タ
ン
施
設
転
用
の
一
例
－
大
村
純
忠
埋
葬

地
・
宝
生
寺
の
場
合
1
」
　
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
所
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
二
十

五
輯
』
一
九
八
五
年
）
、
同
『
キ
リ
シ
タ
ン
伝
来
地
の
神
社
と
信
仰
』
吉
松
神
社
再

興
四
百
年
事
業
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
。

天
坊
幸
彦
『
高
槻
通
史
』
　
（
高
槻
市
役
所
、
一
九
五
三
年
）
、
臼
井
信
義
「
高
山

右
近
の
数
名
文
書
」
　
（
『
口
］
本
歴
史
』
三
九
、
一
九
五
一
年
）
、
『
茨
木
市
史
』
、
『
高

槻
市
史
』
第
一
巻
な
ど
。

天
坊
幸
彦
、
前
掲
書
。

桧
田
毅
一
『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』
　
（
風
間
葦
居
、
一
九
六
七

年）。天
坊
幸
彦
、
前
掲
書
。

天
坊
氏
、
松
田
氏
、
チ
ー
ス
リ
ク
氏
も
後
世
の
縁
起
や
社
記
を
引
用
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
松
田
氏
は
、
住
職
や
宮
司
か
ら
聞
き
取
っ
た
伝
承
も
参
考
に
さ
れ

て
い
る
。
私
自
身
も
二
〇
〇
一
・
二
二
二
年
の
夏
に
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。

『
大
日
本
名
所
図
会
』
、
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
一
〇
、
『
浪
速
叢
書
』
第
七
に

所
収
。
摂
津
国
一
円
十
二
郡
を
対
象
と
し
た
絵
入
り
の
名
所
・
旧
跡
記
。
筆
者
は

秋
里
舜
福
　
（
籠
島
）
、
挿
絵
は
竹
原
信
繁
（
春
朝
斎
）
　
を
主
筆
と
し
、
丹
羽
元
国

（
桃
渓
）
　
以
下
七
人
が
助
筆
。
初
刷
本
は
ま
ず
寛
政
八
　
（
一
七
九
六
）
　
年
に
刊
行
。

江
戸
時
代
後
半
、
数
多
く
出
版
さ
れ
た
名
所
・
旧
跡
記
の
中
で
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
当
時
の
景
観
な
ど
を
知
る
う
え
で
の
利
用
価
値
は
高
い
。

『
大
日
本
地
誌
大
系
』
　
に
所
収
。
摂
津
の
代
表
的
な
地
誌
で
あ
る
。
著
者
は
岡
田

一
一
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右
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漠
志
。
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
巻
第
十
一
で
神
社
、

巻
第
十
二
な
い
し
巻
第
十
五
で
寺
院
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
、

『
和
名
宋
抄
』
、
『
万
葉
集
』
、
『
古
今
和
歌
集
』
、
『
元
享
釈
書
』
な
ど
五
十
五
種
の
文

献
よ
り
証
を
挙
げ
る
。
摂
津
一
円
を
対
象
と
し
た
地
誌
中
、
も
っ
と
も
詳
純
な
も

の
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
2
3
）
　
大
阪
府
庁
所
蔵
。

（
型
　
例
え
ば
、
原
型
が
延
文
・
応
安
年
間
の
成
立
と
さ
れ
る
『
異
制
庭
訓
往
来
』
に

は
、
寺
院
を
破
壊
し
、
財
を
奪
い
、
僧
尼
を
殺
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
竺
　
平
泉
澄
氏
、
奥
田
真
啓
氏
、
宮
島
敬
一
氏
、
榎
原
雅
治
氏
、
平
山
優
氏
、
長
谷

川
弘
道
民
ら
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。

（
竺
　
高
木
昭
作
「
乱
世
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
五
七
四
、
一
九
八
七
年
）
、
藤
木
久
志

『
雑
兵
た
ち
の
戦
場
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
、
な
ど
。

（
2
7
）
　
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
1
0
、
第
二
七
草
（
第
一
部
一
〇
四
章
）
。

（
2
8
）
　
『
報
告
』
Ⅲ
6
、
一
八
四
号
、
九
八
、
九
九
頁
。

（
竺
　
神
田
千
里
「
キ
リ
シ
タ
ン
と
一
向
宗
」
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
〇
集
・

史
学
科
篇
二
二
、
一
九
九
七
年
。
の
ち
に
、
同
『
一
向
一
揆
と
戦
国
社
会
』
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
　
に
所
収
。

（
竺
　
『
報
告
』
Ⅲ
5
、
一
四
六
号
、
八
、
九
、
一
〇
頁
。

（
担
一
松
田
毅
「
佐
久
間
正
・
近
松
洋
男
訳
『
日
本
巡
察
記
』
（
解
題
Ⅱ
、
オ
ル
ガ
ン

チ
ィ
ー
ノ
の
日
本
人
観
）
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
。

（
3
2
）
　
『
報
告
』
Ⅲ
5
、
一
七
四
号
、
二
五
九
頁
。

（
3
3
）
　
『
報
告
』
Ⅲ
6
、
一
八
四
号
、
二
〇
五
頁
。

（
3
4
）
　
妹
尾
啓
司
、
前
掲
論
文
。

（
託
）
　
『
報
告
』
Ⅲ
5
、
一
六
八
号
、
一
四
七
頁
。

（
竺
　
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
4
第
四
五
章
（
第
一
部
一
〇
三
章
）
。

（
3
7
）
一
六
三
三
年
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
て
出
版
。
コ
リ
ン
神
父
に
よ
る
高
山
右
近
伝
。

右
近
に
つ
い
て
の
伝
記
と
し
て
最
も
古
い
。
そ
の
中
に
は
、
他
の
史
料
に
は
残
っ

て
い
な
い
箇
所
も
見
ら
れ
、
二
次
的
史
料
と
は
い
え
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
重

要
な
文
献
で
あ
る
。
（
H
・
チ
ー
ス
リ
ク
解
説
「
コ
リ
ン
著
の
高
山
右
近
伝
」
『
キ

リ
シ
タ
ン
研
究
第
十
七
輯
』
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
．
九
七
九
年
）
。

（　　（　　（　　（　　（
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二
一

佐
久
間
正
訳
、
H
u
b
e
諷
C
i
e
s
－
i
k
S
．
1
．
解
説
・
註
、
前
掲
論
文
。

『
茨
木
市
史
復
刻
版
』
史
料
編
（
一
九
七
八
年
）
五
〇
号
文
書
「
毒
泉
院
文
書
」
。

飯
島
正
明
「
高
山
右
近
と
そ
の
郷
土
」
豊
能
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
。

瓦
田
昇
『
荒
木
村
重
研
究
序
説
』
海
鳥
社
、
一
九
九
八
年
。

鴎
波
「
織
田
信
長
と
神
仏
耶
三
教
の
関
係
」
　
（
『
史
学
界
』
3
－
3
、
5
、
一
九

〇
一
年
）
、
辻
善
之
助
「
織
田
信
長
と
仏
教
」
（
一
九
二
年
）
、
宮
地
直
一
『
神
祇

と
国
史
』
　
（
古
今
書
院
、
一
九
二
六
年
）
、
奥
野
高
広
「
信
長
の
宗
教
政
策
」
（
『
日

本
歴
史
』
二
〇
二
、
一
九
六
五
年
）
、
同
「
宇
治
平
等
院
と
織
田
信
長
」
　
（
高
橋
隆

≡
先
生
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
古
記
録
の
研
究
』
）
、
一
九
七
〇
年
、
井
川
定
慶

「
織
田
信
長
と
浄
土
宗
」
（
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
五
六
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
。

宮
島
敬
一
『
戦
国
期
社
会
の
形
成
と
展
開
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
。

平
泉
澄
『
中
世
に
於
け
る
社
寺
と
社
会
の
関
係
』
（
至
文
堂
、
一
九
二
六
年
）
。

奥
田
莫
啓
「
武
士
の
氏
寺
の
研
究
」
　
（
『
社
会
経
済
史
学
』
　
〓
－
「
二
、
一

九
四
一
年
。
後
同
氏
『
中
世
武
士
団
の
信
仰
』
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
に
所
収
）
。

（
亜
）
．
宮
島
敬
二
前
掲
書
。
長
谷
川
弘
道
「
戦
国
大
名
と
地
域
寺
社
」
（
『
戦
国
史
研

究
』
別
冊
戦
国
大
名
再
考
、
二
〇
〇
一
年
）

（
4
7
）
　
宮
島
敬
一
、
前
掲
書
。

（
竺
　
『
高
槻
市
史
』
第
四
巻
（
こ
資
料
編
Ⅱ
、
近
世
編
エ
ー
二
号
文
書
。
高
山
飛

騨
守
が
越
前
へ
配
流
さ
れ
た
後
、
織
田
政
権
下
に
あ
っ
て
支
配
を
任
さ
れ
た
土
地

を
右
近
独
自
の
立
場
か
ら
行
な
っ
た
検
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
『
高
槻
市
史
』
）
。

天
正
八
年
作
成
と
推
測
さ
れ
る
（
『
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
－
北
摂
の
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
－
平
成
十
年
度
特
別
展
』
吹
田
市
立
博
物
館
編
、
一
九
九
八
年
）
。

（
亜
）
・
宮
川
満
『
太
閤
検
地
論
』
第
Ⅲ
部
（
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
三
年
。
後
に

『
改
訂
太
閤
検
地
論
』
第
Ⅲ
部
宮
川
満
著
作
集
四
八
第
二
軍
房
、
一
九
九
九
年
）
に

再
録
）
。

（
竺
　
小
林
清
治
「
郷
村
禁
制
の
展
開
」
（
『
福
大
史
学
』
五
四
・
五
五
号
、
一
九
九
三

年）。

（
聖
　
横
田
光
雄
「
戦
国
大
名
と
寺
社
の
破
壊
・
修
造
」
『
戦
国
大
名
の
政
治
と
宗
教
』

（
国
学
院
大
学
、
一
九
九
三
年
）
。

（
讐
　
池
亨
「
日
本
中
世
の
戦
争
と
平
和
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
一
巻
第
四
号
、
一
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九
八
八
年
）
。

一
般
に
禁
制
は
、
安
全
を
保
障
し
て
も
ら
う
た
め
に
発
給
し
て
も
ら
う
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
一
般
的
な
考
え
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
小
林
氏
な
ど
に
よ

り
、
発
給
の
目
的
に
戦
術
的
・
軍
事
的
な
も
の
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

宮
島
敬
一
、
前
掲
書
。

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
I
、
中
世
編
五
六
三
号
文
書
、
「
神
峯
山
寺
文
書
」
。

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
禰
I
、
中
世
編
五
六
七
号
文
書
、
「
本
山
寺
文
書
」
。

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
I
、
中
世
編
五
六
四
号
文
書
、
「
安
岡
寺
文
書
」
。

『
茨
木
市
史
復
刻
版
』
史
料
編
五
〇
号
文
書
「
毒
泉
印
文
書
」
。

『
高
槻
市
史
』
第
一
巻
。

大
久
保
俊
昭
「
戦
国
大
名
今
川
氏
の
宗
教
政
策
」
　
（
『
地
方
史
静
岡
』
一
四
号
、

一
九
八
六
年
）
、
「
戦
国
大
名
今
川
氏
の
寺
院
統
制
」
　
（
『
駒
沢
史
学
』
一
二
九
・
四
〇

号
、
一
九
八
八
年
）
。

平
山
優
『
戦
国
大
名
領
国
の
基
礎
構
造
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
。

平
山
優
、
前
掲
書
。

藤
木
久
志
「
領
主
の
危
機
管
理
」
　
（
『
駒
沢
大
学
史
学
論
集
』
　
二
二
、
一
九
九
二

年
）
。
の
ち
に
同
『
戦
国
を
み
る
日
』
　
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
）
　
に
再
録
。

天
坊
幸
彦
、
前
掲
書
。
松
田
毅
一
、
前
掲
書
。

『
大
阪
府
史
』
第
四
巻
、
大
阪
府
史
編
集
専
門
委
員
会
、
一
九
八
一
年
。

『
大
阪
府
史
』
第
四
巻
。
『
箕
面
市
史
』
第
一
巻
、
箕
面
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
七
八
年
。

「
瀧
安
寺
文
書
」
　
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
2
、
箕
面
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九

七
九
年
。
「
満
済
准
后
日
記
」
　
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
2
、
箕
面
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一

九
七
八
年
。

「
滝
安
寺
文
書
」
　
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
2
、
。

『
報
告
』
　
Ⅲ
5
、
一
六
五
号
、
一
〇
二
頁
。

横
田
光
雄
、
前
掲
論
文
。

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
I
　
（
一
九
七
一
二
年
）
、
中
世
編
五
六
三
号
文
書
。

『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
I
　
（
一
九
七
三
年
）
、
中
世
漏
五
六
七
号
文
書
。

高
山
右
近
の
寺
社
破
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
山
下
）




